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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、地域社会における中国帰国者の境界文化の実証的研究とその比較研究を目指し

たものである。研究期間中は複数の地域に住む中国帰国者とその支援者を対象に、アンケー

ト調査と聞き取り調査を行った。その結果、日本の地域社会で生きる中国帰国者の生活実態

に関する理解を深めただけではなく、地域の差異を確認することもできた。これらの結果は、

中国帰国者研究だけではなく、地域における共生社会の構築にとっても示唆的なものである。 
 

 
研究成果の概要（英文）： 

  This study aimed at the empirical study and comparative study on boundary culture of 
Chugoku kikokusya in the local community. During study duration, I investigated for 
Chugoku kikokusya and there supporters who lives in the plural areas. As a result, not 
only deepened an understanding about the life actual condition of Chugoku kikokusya 
who lives in a Japanese local community, but also was able to confirm a local difference. 
These results are suggestive for Chugoku kikokusya study and the construction of the 
symbiosis society in the local community. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 現在の日本社会には、国籍、人種、言語や
宗教などを異にするさまざまな人が生活し
ている。こうした異質性の増大が日本社会に
とっていかなる意義を持っているのかは、昨
今から問われてきた。また多様な人々が共生
できる社会環境の創造は、日本社会の重要課
題としてさまざまな試みが取り組まれた。こ
れらの取り組みは一定の成果を見せている
が、地域社会における異なる文化を持つ住民
間の衝突はいまだに顕在している。こうした
社会背景に鑑み、本研究は地域社会における
中国帰国者のエスニック関係とその境界文
化の実態を明らかにすることや、地域間、集
住地と非集住地、世代間、男女間の比較研究
を行う。 
 中国帰国者とは 1972 年の日中国交回復以
後に、日本へ永住(帰国)・定住するようにな
った中国残留日本人とその家族のことを指
している。現在、10 万人以上が日本で生活し
ていると推測されている。だが中国帰国者と
言っても、彼(女)らは一様に捉えられるわけ
ではない。彼(女)らは日本と中国といったナ
ショナリティや、漢族、朝鮮族と回族といっ
たエスニック性などの多様性を持っている。
現在の日本社会の多様性とエスニック関係
を考察するのに、恰好の素材である。 
 中国帰国者に関する本格的な研究は、1990
年代から行われてきた。その主な研究成果と
して、蘭信三『「中国帰国者」の生活世界』
（2000，行路社）、呉万虹(2004)『中国残留
日本人の研究』（2004，日本図書センター）、
蘭信三『中国残留日本人という経験』（2009，
勉誠社）が列挙される。これらの研究成果に
よって、中国帰国者の生活世界に関する理解
は深められたが、2 世・3 世の問題に表面的
にしか触れておらず、世代別／ライフステー
ジ別に異なる分析枠組みを適応していた。そ
のため、中国帰国者に関する体系的な研究が
なされたとは言いがたい。 
  
 
２．研究の目的 
 
 本研究計画は、今日の中国帰国者が置かれ
た立場や、これまでの先行研究を考慮しつつ、
立案されたものである。その研究目的は、地
域社会における中国帰国者の境界文化の実
証的研究と、その比較研究を行うことにある。 
 本研究では、地域社会を生きる中国帰国者
の生活世界に焦点を定めることで、中国帰国
者の境界文化に関する理解をさらに深める
とともに、研究対象を中国帰国者 2 世・3 世
とその配偶者にまで広げ、その生活世界とそ
れを規定する社会構造とをひとつの社会過

程として分析する。ここでいう境界文化とは、
さまざまな政治的・社会的要因によって形成
された境界線による統合化と差異化を生き
る人びとの実践文化を指しており、博士学位
論文「中国帰国者をめぐる包摂と排除の歴史
社会学」で提起した概念である。 
 具体的な研究作業としては、日本社会で生
活する中国帰国者をめぐる地域社会での包
摂と排除をエスニック関係という視点から
解明することや、地域社会における中国帰国
者の境界文化の実態把握を目標に調査活動
を行う。この調査成果をもとに、中国帰国者
の境界文化に関する「分厚い」記述をめざす
とともに、地域間、集住地と非集住地、世代
間、男女間の比較分析を行うことで、地域社
会における中国帰国者の豊かな生き方と境
界文化や、当事者の多様性を明らかにする。
これにより、中国帰国者を手がかりとして、
地域における多文化共生社会を構築するた
めの必要条件を抽出し、日本型多文化共生社
会の構築に貢献することをめざす。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究目的に鑑み、本研究はマイノリティ
をめぐる包摂と排除の構造的／文化的アプ
ローチや、エスニック関係分析枠組みに、セ
ンの「潜在能力」アプローチをも引用して、
地域における中国帰国者の境界文化の実態
解明と比較分析を行うこととした。具体的な
調査方法としては、文献資料の収集と分析、
地域関係者と支援団体への聞き取り調査、地
域メディアの中国帰国者記事の収集・分析、
中国帰国者に対するアンケート調査と聞き
取り調査を採用した。 
 本研究期間中、歴史的に満洲移民の送出が
盛んに行われたかどうかを考慮して、調査地
として主に長野県、京都府、東京都周辺と福
井県を選定した。これらの地域ではおもに文
献資料の収集や、地域関係者と支援団体への
聞き取り調査、および、地域メディアの中国

図 1 調査地一覧 



帰国者記事の収集を行ったほか、京都府と東
京都周辺在住の中国帰国者を対象に、地域で
の生活実態に関するアンケート調査をも行
った。ほかには、宮城県、奈良県、岡山県、
広島県、福岡県と長崎県でも簡単な現地調査
を行った（図 1 調査地一覧）。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) アンケート調査の成果 
 アンケート調査では、日本への永住・定住
を選択した理由、来日後の変化、中国帰国者
への帰属意識、地域社会での適応状況、家庭
内と家庭外での言語使用の差異、来日後の社
会ネットワークの変化と家族関係の変容、中
国との関係やアイデンティティの志向など
を質問項目として取り上げた。 
 その結果、来日後の経済条件、生活環境、
医療福祉、教育条件がよくなる一方、社会活
動が悪化したこと、全体の変化がよい方向に
向かっていたこと、家族関係が密になってい
ったこと、運動を通じて中国帰国者への帰属
意識が高まっていったことなどの知見を得
ることができた。 
 
(2) 現地調査の成果 
 複数の地域で聞き取り調査をしたことで、
地域の支援団体の有無、訴訟運動への参加の
有無などによって、中国帰国者をめぐる包摂
と排除の度合いが異なっていることを明ら
かにした。また国家賠償訴訟運動が終結した
2008年以降、全国的な中国帰国者ネットワー
クが存在する一方、各地域においては異なる
活動が展開されていることや、地域によって、
複数の中国帰国者団体が成立していたこと
も判明した。 
 
(3) 研究成果の公表と学術交流の成果 
 本研究期間中では、後述のように、雑誌論
文 3 件、学会発表等 13 件、図書 2 件を公表
した。 
 学会発表のうち、行政関係者と中国帰国者
支援者、および、一般市民と中国帰国者当事
者を対象とするシンポジウムと研究会は 3件
に及んだように、研究成果の社会への還元に
努めた。また中国の延吉大学、南京大学、清
華大学と華東師範大学で開催された国際学
術会議においても、従来日本国内で議論され
がちの中国帰国者の研究成果を口頭発表し、
中国研究者との学術交流を活発に行った。現
在は中国での研究成果公表作業にも取り組
んでいる。 
 
 
 
 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 ３ 件） 
① 南誠、越境する中国帰国者の生活世界、

21 世紀東アジア社会学』日中社会学会、
査読あり、2013 年、145-158 

 
② 保坂稔・渡辺貴史・南誠、日本の自然エ

ネルギー意識に関する分析：権威主義と
地域帰属の観点から、『21世紀東アジア
社会学』日中社会学会、査読あり、2013
年、106-116 

 
③ 南誠、国籍とアイデンティティのパフォ

ーマティヴィティ、『京都大学 GCOEワー
キングペーパー』、査読あり、第 85 巻、
2012年、1-23  
 

 
 
 
〔学会発表〕（計 １３ 件） 
① 南誠、満洲縁故者を手がかりに考える境

界文化の意味、国際シンポジウム「グロ
ーバリゼーション・インパクトの日中比
較」、2013 年 3 月 23 日、於筑波大学東
京キャンパス 
 

② 南誠、日本人満洲移民の移動と記憶、国
際シンポジウム「移動と記憶の日中比較
研究」、2013年 2月 24 日、於長崎大学 
 

③ 南誠、近代東アジアの境界文化に関する
歴史社会学的試み、国際ワークショップ
「近代東アジアの境界文化と長崎」、
2012年 12月 15 日、於長崎大学 
 

④ 南誠、中国帰国者をめぐる包摂と排除の
歴史社会学的研究、国際研究集会「長崎
と上海：学際的共同研究への模索」、2012
年 11 月 24日、於中国上海華東師範大学 

 
⑤ 南誠、満洲引揚者と中国帰国者の歴史社

会学的研究、日本社会学会第 85 回大会
「若手セッション 歴史／国家／社会」、
2012年 11月 3日、於札幌学院大学 

 
⑥ 南誠、改革開放後の「中国残留日本人」

と日中関係、国際研究集会「改革開放以
来中国の社会変革と日本」、2012年 9 月
16 日、於中国北京清華大学 

 
⑦ 南誠、中国残留日本人の形成及び歴史に

ついて、長崎県地域生活支援連絡会、
2012年 7月 27日、於長崎市 



⑧ 南誠、越境する中国帰国者の生活世界、
国際シンポジウム「グローバル化時代に
おける人間と社会：日中間の対話」、2012
年 3月 28日、於長崎大学 

 
⑨ 南誠、中国帰国者の境界文化における親

密圏と公共圏の変容と再編成、京都大学
GCOE「親密圏と公共圏の再編成をめざす
アジア拠点」平成 23 年度研究成果報告
会、2012年 2月 17 日、於京都大学 

 
⑩ 南誠、当事者そして研究者として考える

中国帰国者問題、中国残留邦人等に関す
る研究会：まなびや in 長崎、2012 年 2
月 5日、於長崎市商工会議所 

 
⑪ 南誠、中国帰国者として、どう生きる

か：私の経験と研究を踏まえて、シンポ
ジウム「中国残留日本人への理解を深め
る集い」、2011 年 10月 30日、於神戸市
垂水 

 
⑫ 南誠、中国帰国者問題、国際シンポジウ

ム「社会を理解する：日中社会学者の対
話」、2011年 10月 28 日、於中国南京大
学 
 

⑬ 南誠、満洲の崩壊と「中国残留日本人」
の形成、国際シンポジウム「第 2 回中日
韓文化比較研究」、2011 年 8 月 23 日、
於中国延吉市延辺大学 
 

 
 
 
〔図書〕（計 ２ 件） 
 
① 南誠、「国籍とアイデンティティのパフ

ォーマンティヴィティ：個別引揚者と
『中国残留日本人』の語りを事例に」陳
天璽・近藤敦・小森宏美・佐々木てる編
著『越境とアイデンティフィケーション
—国籍・パスポート・IDカード』新曜社、
2012年、295-319 

 
② 南誠、戦争と移動、『民俗学事典』丸善

出版（近刊予定） 
 
 
〔その他〕 
① 南誠、『中国帰国者をめぐる包摂と排除

の歴史社会学』京都大学・ 人間・環境
学研究科 ・博士論文（2011 年 5 月） 

 
 
 
 

６．研究組織 
 
(1)研究代表者 

  南 誠（MINAMI MAKOTO） 

 長崎大学・水産・環境科学総合研究科・

助教 

研究者番号：７０６１４１２１ 

 

 

 

(2)研究分担者 

      （  ） 

  

研究者番号： 

  
 
 
 
(3)連携研究者 

   （  ） 

 

 研究者番号： 

 
 


